
８ 

福崎駅前交通広場が完成します 福崎駅前交通広場が完成します 福崎駅前交通広場が完成します 
４月１日（月）午前５時から、バス停留所、タクシー乗降場、一般車乗降場が利用できます 

　福崎駅周辺整備事業で整備している福崎駅前広場の

うち、ロータリー部分となる「福崎駅前交通広場」が

３月下旬に完成し、４月１日から供用を開始します。 

　「福崎駅前交流広場」は工事が続くため、ご迷
惑をおかけしますが、工事へのご理解とご協力を
お願いします。 

問い合わせ先　まちづくり課　管理係（内線３３１） 

※現在ロータリーとしている仮交通広場は、当面の間、これまでどおり一般車乗降場としてご利用 
　いただけます。 

福崎駅前駐車場のご案内 

①福崎駅前西駐車場 

【場所】 福崎町福田２５５番地１ 

【利用形態】定期駐車場及び時間貸し駐車場 

【使用料】　 

　◇定期駐車：４,３２０円/月 
　◇時間貸し駐車：１時間１００円（上限４００円/日） 

②福崎駅前東駐車場 
【場所】福崎町福田３８１番地３ 
【利用形態】時間貸し駐車場　 
【使用料】１時間１００円（上限４００円/日） 
　　　　　※入場３０分以内は無料 

■定期駐車の申し込み・問い合わせ先　 
　定期駐車場は消費税改正のため半期ごとの契約で
す。４～９月分の申し込みを受け付けています。 

まちづくり課（内線３３３） 

① 

② 



自治会名 区長名 

田　原　地　区 

八 千 種 地 区 

福　崎　地　区 

長　目 

中　島 

西光寺 

八反田 

吉　田 

西　野 

井ノ口 

北　野 

　　川 

田　尻 

大　門 

加治谷 

亀　坪 

後藤　芳樹 

松岡　宣幸 

竹本　繁夫 

多田　龍三 

難波　成光 

松井　昭正 

姫田　紀生 

長谷川尚志 

鈴木　健文 

寺谷　　保 

松岡　繁克 

黒田　義孝 

河嶋　　馨 

南大貫 

東大貫 

西大貫 

余　田 

小　倉 

庄 

鍛冶屋 

前田　泰良 

鎌谷　康正 

吉識　秋光 

松岡　光夫 

難波　孝裕 

（代理）西井和俊 

中塚　龍一 

新　町 

馬　田 

山　崎 

駅　前 

福　田 

田　口 

板　坂 

桜 

長　野 

神　谷 

西　谷 

西　治 

高　橋 

石川　宗三 

植岡　進也 

大井　正英 

後藤　幸男 

大松　正　 

豊國　明仁 

鳥岡　照義 

大杉　武司 

松岡　武夫 

大野武二郎 

谷本　敬三 

志水　利雄 

水谷　正美 

（総務課） 

福崎町の区長 
　平成３１年福崎町の区長 
が決まりましたので、お 
知らせします。　　　　 
　３月以降に区長交代が 
予定されている自治会に 
ついては、その都度お知 
らせします。　　　　　 
（２月５日現在・敬称略） 

９ 

　
小
学
３
年
生
の
お
子
さ
ん
は
、

４
月
か
ら
「
こ
ど
も
医
療
費
受

給
者
証
」
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

３
月
下
旬
に
郵
送（
普
通
郵
便
）

で
、
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
旧
乳
幼

児
等
医
療
費
受
給
者
証
は
有
効

期
限
終
了
後
、
役
場
健
康
福
祉

課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
こ
ど
も
医
療
を
受
給

さ
れ
て
い
る
中
学
３
年
生
・
母

子
家
庭
等
医
療
を
受
給
さ
れ
て

い
る
１８
歳
の
子
の
保
護
者
の
方

に
は
、
３
月
下
旬
に
資
格
喪
失

届
を
送
付
し
ま
す
。
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、

有
効
期
限
終
了
後
、
資
格
喪

失
届
と
医
療
費
受
給
者
証
を

健
康
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
　

国
保
医
療
係 

（
内
線
３
５
６
） 

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
３
月
末
で
す 

小
学
３
年
生
の
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証 

中
学
３
年
生
の
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証 

１８
歳
の
子
・
そ
の
監
護
者
の
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証 

乳幼児等医療費受給者証 乳 

負担者番号 

受給者番号 

受
　

　
　
給
　
　
　
者 

住
　
　
　
所 

氏
　
　
名 

生年 
月日 

一部負担金 
外来 

兵庫県神崎郡 

入院 

有 効 
期 間 

発　行 
機関名 
及び印 
交　付 
年月日 

福 崎 町 長 

医
療
費
受
給
者
証
更
新
・
資
格
喪
失
の
お
知
ら
せ 

　　日　時：３月２４日（日）　９：００～１７：００ 
　　場　所：住民生活課 
　　持参物：通知カード、個人番号カード交付申請書、 
　　　　　　認印、本人確認書類、 
　　　　　　住民基本台帳カード（お持ちの方のみ） 

※事前予約が必要です。住民生活課までお電話ください。 
※すでに個人番号カードを申請し「交付通知ハガキ」が届いている方で、
受け取りがまだの方は、この機会に受け取ってください。その場合も予
約が必要です。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７４） 

　本人通知制度とは、住民票の写しや戸籍謄抄本などの証明書を代理人や
第三者に交付した場合に、本人（事前に登録していただいた方）に、証明
書を交付したことを郵便でお知らせする制度です。 
　この制度により、不正請求の抑止や不正取得の早期発見の効果が期待で
きます。 
※代理人や第三者から交付請求があった場合に、交付の可否を本人に確認
する制度ではありません。 
■福崎町で登録できる方 
○福崎町の住民基本台帳に記載されている方及び過去にされていた方 
○福崎町の戸籍に記載されている方及び過去にされていた方 
 
制度の詳細、登録の方法などは住民生活課にお問い合わせください。 

住民生活課・窓口（内線３７５・３７６） 

ご利用ください「本人通知制度」 

個人番号カード　写真無料撮影・休日申請受付のご案内 



１．人件費の状況（普通会計決算） 

（注）1.人件費には、一般職員の給与、特別職の給料・報酬、共済組合負担金等が含まれています。 

　　　2.実質収支＝歳入総額－(歳出総額＋翌年度へ繰り越すべき財源)

町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す 
町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す 

　
町
職
員
の
給
与
は
、
生
活
費
、
並
び
に
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
及
び
民
間
企
業
の
従
事
者
の
給
与
等
を
考
慮
し
て
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
長
、
議
長
及
び
特
別
職
の
報
酬
等
は
、
町
内
の
各
種
団
体
の
代
表
者
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を
聴

い
て
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
て
い
ま
す
。
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
広
く
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。 

区　分 実質収支 

平成29年度 

住民基本台帳人口 
（年度末） 

19,390人 

（H30.1.1現在） 

歳出額 
（A） 

8,188,193

千円 

人件費 
（B） 

1,247,519

千円 

人件費率 
（B÷A） 

15.2

％ 

前年度 
人件費率 

14.1

％ 

215,112

千円 

２．職員給与の状況（普通会計決算） 

（注）1.職員手当には児童手当、退職手当を含みません。 

　　　2.職員数は平成２９年４月１日現在の人数です。 

区　分 

３．職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 

（注）1.一般行政職とは、特別職、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職及び技能労務職を除いたものです。 

　　　2.技能労務職とは、運転員、調理員、作業員などです。 

　　　3.平成３０年度福崎町のラスパイレス指数（国家公務員の給料を１００として算出する）は１００.２となっています。 

区　分 
平均給料月額 

一　般　行　政　職 

平均給料月額 平均年齢 

318,896円 40.8歳 

329,845円 43.5歳 

334,600円 53.4歳 

286,817円 50.7歳 

平均年齢 

技　能　労　務　職 

福　　崎　　町 

国 

給　　与　　費 

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

平成29年度 

職員数 
（A） 

137 510,060

千円 人 

197,252

千円 

796,467

千円 

１人当たり給与費 
（B÷A） 

5,814

千円 

89,155

千円 

（平成30年4月1日現在） 

（平成30年4月1日現在） ４．職員の初任給の状況 

区　分 

一般行政職 
大学卒 

福　崎　町 

（平成30年4月1日現在） ５．職員の経験別・年数別・学歴別標準給料月額の状況 

（平成30年4月1日現在） 

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

265,700円 300,600円 352,600円 

220,000円 265,700円 300,600円 

国 

180,700円 180,700円 

148,600円 148,600円 高校卒 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

区　分 

６．一般行政職の級別職員数の状況 

区　分 

標準的な職務内容 

職員数　（人） 

構成比　（％） 

参考 1年前の構成比 

計 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 

9931328347131

100.03.013.128.334.47.113.11.0

100.04.113.430.928.913.48.31.0

技　監 
課　長 
課参事 

課　長 
課参事 
副課長 

課長補佐 
係　長 
主　査 

係　長 
主　査 

主　事 主　事 

（注）1.職員数は、福崎町給与条例にもとづく給料表の級区分による職員数です。 

　　　2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

１０ 



問い合わせ先　総務課　人事係（内線222） 

○詳しい内容は町ホームページに掲載しています。 

１１ 

７．職員の手当の状況 
区分 福　崎　町 国の制度との比較 

（平成30年度支給割合） 

 

6月期 

12月期 

計 

期末手当 

1.225月分 

1.375月分 

2.600月分 

勤勉手当 

0.90月分 

0.95月分 

1.850月分 

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 

有 同じ 

同じ 

同じ 

退職手当 

退職時の 
特別昇給 

期末手当 
勤勉手当 

（支給率） 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度額 

自己都合 

19.6695月分 

28.0395月分 

39.7575月分 

47.709月分 

勧奨・定年 

24.586875月分 

33.27075月分 

47.709月分 

47.709月分 

その他の加算措置 
定年前早期退職特例措置（2～45％） 

同じ 

無 無 

地域手当 
（平成３０年　 
　４月１日現在） 

管理職手当 
（平成３０年　 
　４月１日現在） 

特殊勤務 
手当 

（平成２９年度） 

平成２１年度から制度廃止 

職員全体に占める手当支給職員の割合 
支給対象職員１人当たり平均支給年額 
手当の種類（手当数） 
　感染症防疫作業手当（1） 

3.6％ 
0円 

異なる 

同じ 
（制度はあるが　　　　　 
　福崎町の区域は無支給） 

技監２０/１００、町参事職１９/１００、 

課長１７/１００、課参事１３/１００、 

副課長１２/１００ 

異なる 
7級　88,500円～66,400円 
6級　72,700円～51,900円 
5級　59,500円～49,600円 

扶養手当 
（平成３０年　 
　４月１日現在） 

住居手当 
（平成３０年　 
　４月１日現在） 

通勤手当 
（平成３０年　 
　４月１日現在） 

時間外 
勤務手当 

配偶者 

扶養親族１人につき 

配偶者のない場合の１人目 

年度初め満１５歳～年度末満２２歳の子加算額 

6,500円 

10,000円 

10,000円 

5,000円 

交通機関の利用者 
　実費支給 
　６か月定期券等の価格による一括支給 

交通用具利用者 
通勤距離 

 
ただし最高55,000円 

 
１km　～　40km以上　 

3,500円　～　35,000円　 

 
0km　～　60km以上 

2,000円　～　31,600円 

借家居住者 
月額12,000円以上の家賃を払っている職員 

 
最高27,000円 

自宅居住者 
世帯主である職員に支給 

2,500円 

支給総額 
支給対象職員１人当たり年額 

35,135千円 
313,702円 

支給総額 
支給対象職員１人当たり年額 

33,715千円 
303,741円 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

無 

異なる 

２９
年
度 

２８
年
度 

（注）1.退職手当については、兵庫県市町村職員退職手当組合に加入 
　　　　していますので、支給率は本組合条例で定められています。 

部門別職員数の状況 

１０．定員の状況 

区分 

平成２９年 

職員数 

一般行政 
部門 

特別行政 
部門 

公営企業等 
会計部門 

普通会計 

合　　　計 

主な増減理由 

平成３０年 
の対前年 
度増減数 部門 

（各年４月１日現在） 

議会 

総務 

税務 

民生 

衛生 

農林水産 

商工 

土木 

小計 

教育 

小計 

計 

水道 

下水道 

その他 

小計 

3人 

34 

8 

51 

10 

10 

3 

14 

133 

21 

21 

154 

7 

6 

11 

24 

178

平成２８年 平成３０年 

3人 

31 

8 

51 

9 

9 

3 

14 

128 

28 

28 

156 

7 

7 

10 

24 

180

3人 

32 

9 

50 

10 

10 

3 

14 

131 

19 

19 

150 

7 

6 

10 

23 

173

0人 

△2 

1 

△1 

0 

0 

0 

0 

△2 

△2 

△2 

△4 

0 

0 

△1 

△1 

△5

 

退職後、再任用職員へ 

会計間の異動 

非常勤職員化 

 

 

 

 

 

欠員不補充、会計間の異動 

 

 

 

 

会計間の異動 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する 
　　　休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。 

８．職員の福祉および利益の保護の状況 

共済制度 
職員は、社会保険制度の一環として、兵庫県市 

町村職員共済組合または公立学校共済組合に加 

入し、医療、年金などの給付を受けています。 

職員は、一般財団法人兵庫県市町職員互助会及 

び福崎町職員互助会に加入し、福利厚生の充実 

を図っています。 

定期健康診断、人間ドック、脳ドック、子宮が 

ん検診を実施 

公務災害発生件数　０件 

通勤災害　　　　　０件 
（平成２９年度） 

勤務条件に関する措置の要求　０件 

不利益処分についての不服申立て　０件 
（平成２９年度） 

互助制度 

健康管理 

公務災害 

措置要求・ 
不服申立て 

９．特別職報酬等の状況 

6月期　2.075月分 
12月期　2.325月分 

 
計　4.4月分 

830,000円 

673,000円 

620,000円 

520,000円 

370,000円 

280,000円 

255,000円 

町　長 

副町長 

教育長 

 

議　長 

副議長 

議　員 

区　分 期末手当 
給料・報酬月額 

平成３０年４月１日現在 

給料 

報酬 

上下水道　 
事業管理者 



固
定
資
産
税
（
家
屋
）
の
あ
れ
こ
れ 

１２ 

　納税義務者等は、自己の土地家屋について、他
の土地や家屋と評価額を比較し、適正であること
を確認することができます。 
■縦覧のできる範囲（記載されている内容）  
・土地価格等縦覧帳簿　 
　所在、地番、地目、地積、価格 
・家屋価格等縦覧帳簿　 
　所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格 
■縦覧場所 　福崎町役場　税務課 
■縦覧期間 　４月１日～６月３０日 
　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く） 
■縦覧できる方  
・土地、家屋の固定資産税の納税者、納税管理人 
・納税者と同居の親族 
・委任状を有する代理人 
■持参するもの  
・窓口で縦覧される方の印鑑 
・本人確認書類（免許証、個人番号カードなど） 
・代理人の場合は委任状 Ｑ.

家
屋
を
取
り
壊
し
ま
し
た
。
固

定
資
産
税
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？ 

ま
た
、
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
い
で
す
か
？ 

Ａ.
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
に
所
在
す
る
家
屋
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
取
り
壊

し
た
年
は
課
税
と
な
り
ま
す
が
、

翌
年
か
ら
は
課
税
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
未
登
記
の
家
屋

を
取
り
壊
し
た
り
、
登
記
家
屋
で

あ
っ
て
も
滅
失
登
記
が
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
壊
し
た
こ
と
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。
税
務

課
資
産
税
係
へ
「
と
り
こ
わ
し
家

屋
報
告
書
」
を
提
出
し
、
取
り
壊

し
の
状
況
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

報
告
書
を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
固
定
資
産
税
が
賦
課

さ
れ
続
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

Ｑ.

家
屋
の
用
途
変
更
が
あ
っ
た

場
合
の
手
続
き
は
？ 

Ａ.

家
屋
の
用
途
は
、
登
記
簿
の

情
報
や
新
築
時
の
実
地
調
査
で
確

認
し
た
情
報
を
基
に
判
断
し
て
い

ま
す
。
家
屋
の
用
途
変
更
を
さ
れ

た
場
合
、
１
か
月
以
内
に
法
務
局

で
建
物
表
題
部
変
更
登
記
を
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
不
動
産
登
記
法
第
５１
条
）
。
し

か
し
、
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り

変
更
登
記
が
で
き
な
い
と
き
、
又

は
、
未
登
記
家
屋
に
つ
い
て
は
、

「
家
屋
用
途
変
更
届
出
書
」
に
よ

り
税
務
課
資
産
税
係
へ
用
途
変
更

の
旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

固定資産課税台帳の縦覧について 

　納税義務者等は、自己の資産について、固定資
産課税台帳に記載された事項を確認することがで
きます。 
■閲覧できるもの　固定資産課税台帳（名寄帳） 
■閲覧できる方   
・土地、家屋、償却の固定資産税の納税者、納税
　管理人 
・納税者と同居の親族 
・委任状を有する代理人 
・借地、借家人等の利害関係人（※当該部分のみ
　閲覧可） 
■借地人・借家人が閲覧できる範囲  
　借地人…借りている土地の所有者名、所在、地番、
　　　　　地目、地積、価格、課税標準額 
　借家人…借りている家屋の所有者名、所在、家
　　　　　屋番号、種類、構造、床面積、価格及
　　　　　びその敷地である土地の所有者名、所在、
　　　　　地番、地目、地積、価格、課税標準額 
■持参するもの  
・窓口で閲覧される方の印鑑 
・本人確認書類（免許証、個人番号カードなど） 
・代理人の場合は委任状 
・借地、借家人等の利害関係人の場合は、賃貸物件
　の明記された契約書等の利害関係がわかる書類 

固定資産課税台帳の閲覧について 

問
い
合
わ
せ
先 

　
税
務
課
　
資
産
税
係 

（
内
線
３
４
４
・
３
４
６
） 

固定資産の価格に係る不服審査  

　固定資産課税台帳に登録された価格について

不服がある納税者は、福崎町固定資産評価審査

委員会に不服の審査を申し出ることができます。 

　この審査の結果、固定資産課税台帳に登録さ

れた価格が固定資産評価基準に照らして不適当

なものであることが認められると、価格が修正

され、税額が修正されることとなります。 
 

■審査申出期間■  

　固定資産課税台帳に価格等を登録した旨の公

示日（通常４月１日）から納税通知書の交付を

受けた日後３ヶ月を経過する日までに、文書を

もって審査の申し出をすることができます。 



平成３０年度 埋蔵文化財発掘調査速報 平成３０年度 埋蔵文化財発掘調査速報 平成３０年度 埋蔵文化財発掘調査速報 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

75

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

１３ 

東西に並ぶ大きな掘立柱建物の柱穴 

奈
良
時
代
の
大
き
な
掘
立
柱
建
物
跡
を
発
見
!!
（
吉
田
地
区
） 

弥
生
時
代
と
奈
良
時
代
の
溝
（
駅
前
地
区
） 

　
平
成
３０
年
６
月
か
ら
約
２
か
月
間
、
吉
田
地
区
で
店
舗

新
築
工
事
に
伴
う
南
田
原
条
里
遺
跡
の
本
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　
調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
跡
５
棟
、
溝
１３
条
、
土
坑

２
基
、
落
ち
込
み
２
か
所
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
掘
立
柱
建
物
跡
の
う
ち
、
１
番
大
き
な
も
の
は
、
柱
穴

と
柱
穴
と
の
間
が
１.６
ｍ
あ
り
、
建
物
の
１
辺
の
長
さ
は
４.８

ｍ
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
西
方
向
に
４
つ
の
柱
穴
が

並
び
ま
す
。
お
そ
ら
く
南
北
方
向
に
も
同
じ
数
以
上
の
柱

穴
が
並
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
見
つ
か
っ
た
土
器
か

ら
、
奈
良
時
代
後
半
の
建
物
跡
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
土
師
器
、
須
恵
器
、
製
塩
土
器
、

備
前
焼
、
白
磁
な
ど
が
調
査
中
に

見
つ
か
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

土
師
器
や
須
恵
器
は
奈
良
時
代 

（
約
１
３
０
０
年
前
）
の
も
の
で

す
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

稜
椀
と
い
う
金
属
で
作
ら
れ
た
茶

碗
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
土
器
が

出
土
し
た
こ
と
と
、
多
く
の
製
塩

土
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
す
（
当

時
貴
重
で
あ
っ
た
塩
が
集
め
ら
れ

て
い
た
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
）。
ま
た
、
調
査
に
よ
っ

て
、
他
の
掘
立
柱
建
物
跡
も
整
然

と
並
ん
で
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
成
果

か
ら
、
こ
の
遺
跡
は
官
衙（
役
所
）

的
な
性
格
を
持
つ
遺
跡
で
あ
る
と

位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。 

　
駅
前
の
開
発
事
業
に
伴
い
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
を
先
立
っ
て
行
っ

た
と
こ
ろ
、
平
成
２７
年
度
に
中
溝

遺
跡
と
い
う
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
遺
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
３０
年
度
は
、
福
崎
駅

南
側
の
本
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

溝
４
条
、
土
坑
６
基
等
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。 

　
そ
の
う
ち
１
条
か
ら
は
奈
良
時

代
の
土
器
が
、
ま
た
、
別
の
２
条

か
ら
は
弥
生
土
器
が
出
土
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
弥
生
時
代 

（
約
２
０
０
０
年
前
）
と
奈
良
時

代
の
溝
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
平
成
２７
年
度
の
調
査
で
は
、
中

世
（
約
８
０
０
年
前
）
の
建
物
跡

が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
中
溝
遺
跡

は
中
世
の
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査

で
新
た
に
弥
生
時
代
と
奈
良
時
代

の
遺
構
や
土
器
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
跡
に

は
、
弥
生
時
代
か
ら
中
世
ま
で
継

続
し
て
人
が
住
み
続
け
て
い
た
と

考
え
ら
れ
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ

て
新
た
な
遺
構
の
発
見
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

溝から弥生土器を取り上げるようす 

ど
こ
う 

は
　
じ
　
き 

り
ょ
う
わ
ん 

な
か
み
ぞ 

か
ん
が 

い
こ
う 

す
　
え
　
き 

せ
い
え
ん
ど
き 

び
ぜ
ん
や
き 

は
く
じ 

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の
あ
と 

じ
ょ
う
り 

　社会教育課文化財係では、町内の各種開発に伴い、埋蔵文化財調査を行っています。

平成３０年度は、開発に伴って６件の本調査を行いました。その結果、福崎町の歴史を

紐解く貴重な成果が得られました。 

稜椀の出土状況 

奈良時代の土器が見つかった溝 

ひも 



１４ 

弥
生
時
代
か
ら
中
世
の
複
合
遺
跡
（
田
尻
地
区
） 

　
平
成
３０
年
４
月
に
、
宅
地
造
成

工
事
に
伴
う
西
田
原
上
野
田
遺
跡

の
本
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
調
査
の
結
果
、
溝
、
土
坑
、
落

ち
込
み
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
調
査
区
の
北
西
か
ら
旧
河
道
が

検
出
さ
れ
、
弥
生
時
代
末
か
ら
古

墳
時
代
初
頭（
約
１
７
０
０
年
前
）

の
土
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
に
機
能
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
他
に
も
、
同
じ
時
期
の
甕
や
壺

等
の
日
常
の
煮
炊
き
の
道
具
で
あ

る
土
器
が
、
土
坑
か
ら
見
つ
か
り

ま
し
た
。 

　
調
査
区
の
北
側
か
ら
も
溝
や
土

坑
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、

注
目
さ
れ
る
の
は
、
奈
良

時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡
が

１
棟
確
認
さ
れ
た
こ
と
で 

す
。
調
査
区
内
で
３
つ
の

柱
穴
が
並
ん
で
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
建

物
跡
が
見
つ
か
っ
た
土
層

の
上
か
ら
は
、
平
安
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代（
約
８
０
０

年
前
）
の
溝
や
ピ
ッ
ト
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
遺
跡
は
弥
生
時
代
末

か
ら
中
世
ま
で
、
人
が
住

み
続
け
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

鍛
冶
屋
遺
跡
（
鍛
冶
屋
地
区
） 

　
平
成
３０
年
４
月
、
鍛
冶
屋
地
区

で
個
人
住
宅
新
築
工
事
に
伴
う
本

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
こ
の
遺
跡
内
で
調
査
を
行
っ
た

こ
と
が
な
く
、
古
代
か
ら
中
世（
約

１
３
０
０
年
前
か
ら
８
０
０
年
前
）

の
土
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
時
期
の
遺
構
が
見
つ

か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

　
調
査
の
結
果
、
溝
、
土
坑
、
柵

列
等
の
遺
構
が
上
下
２
面
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
下
の
層
か
ら

見
つ
か
っ
た
柵
列
は
、
柱
穴
が
２

個
ず
つ
１
組
に
な
っ
て
南
北
方
向

に
１３
基
並
ん
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
遺
構
を
検
出
す
る
時
に
、

多
く
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
が
中
世
の
須
恵
器
の
杯

や
椀
等
で
、
遺
跡
の
時
代
も
同
時

期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
２
面
の
土
層
か
ら

遺
構
が
見
つ
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
中
世
の 

人
々
が
長
き
に
わ
た

っ
て
こ
の
土
地
に
住

ん
で
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。 

 

西
光
寺
中
遺
跡 

（
西
光
寺
地
区
） 

　
平
成
３０
年
１
月
、

建
物
新
築
工
事
の
計

画
が
あ
り
、
事
前
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、

遺
構
が
見
つ
か
っ
た

た
め
新
た
に
遺
跡
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
４
月
に
本

調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
調
査
の
結
果
、
溝
が
２
条
重
な

る
よ
う
に
し
て
見
つ
か
り
ま
し
た
。

土
器
が
出
土
し
て
い
な
い
た
め
時

期
は
不
明
で
す
が
、
寶
性
院
に
近

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寺
院
関

係
の
遺
跡
の
可
能
性
も
あ
り
、
今

後
の
調
査
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

上
坂
遺
跡
（
　
川
地
区
） 

　
平
成
３０
年
８
月
か
ら
、
事
業
に

伴
う
本
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
上

坂
遺
跡
は
、
過
去
の
分
布
調
査
（
地

表
面
か
ら
土
器
を
採
集
す
る
調 

査
）
に
よ
っ
て
、
遺
跡
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
調
査
の
結
果
、
竪
穴
住
居
跡
、

溝
、
土
坑
な
ど
の
遺
構
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
弥
生
時
代
か

ら
中
世
の
土
器
を
採
集
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代

か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
地
域
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
調
査
区
の
東
側
で
は
近
代
の
遺

構
と
思
わ
れ
る
も
の
も
確
認
で
き
、

調
査
区
の
南
西
に
位
置
す
る
三
木

家
住
宅
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
ま

す
。 

土坑の弥生土器出土状況 

奈良時代の掘立柱建物跡 

竪穴住居跡や溝などの遺構検出状況 

柵列検出状況 

か
み
の
だ 

か
め 

つ
ぼ 

つ
き 

ほ
う
し
ょ
う
い
ん 

う
え
ざ
か 

た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と 

さ
い
こ
う
じ
な
か 



歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

１５ 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
だ
よ
り 

会
期
　
４
月
６
日（
土
）〜
５
月
２６
日（
日
） 

　
本
展
で
は
、
補
修
を
終
え
た

作
品
や
映
丘
が
や
ま
と
絵
式
で

描
い
た
作
品
の
画
稿
か
ら
、
旅

情
溢
れ
る
風
景
画
の
世
界
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

　
松
岡
映
丘
は
、
明
治
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
「
や

ま
と
絵
」
の
復
興
に
尽
力
し
た
、

松
岡
五
兄
弟
の
末
弟
に
あ
た
る

日
本
画
家
で
す
。
　 

　
記
念
館
に
は
松
岡
映
丘
が
手

掛
け
た
作
品
の
下
書
き
や
試
し

書
き
（
画
稿
）
が
１
０
０
０
点

以
上
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
現
在

こ
れ
ら
を
展
示
で
き
る
よ
う
修

繕
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
３０
年
度
に
補
修
し
た
の

は
、「
稚
児
観
音
」「
業
平
」「
春

夏
秋
冬
　
夏
」「
志
賀
の
浦
波
」

「
熊
野（
清
水
詣
）
」「
東
下
り
」

「
初
詣
」「
詣
」「
旅
道
中
」
の

９
点
で
す
。 

　
平
成
３１
年
度
画
稿
展
は
、「
春

季
・
秋
季
」
の
２
期
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
始

ま
る
春
季
企
画
展
で
は
、「
映

丘
が
い
ざ
な
う
旅
の
風
景
」
と

題
し
、
補
修
画
稿
の
な
か
か
ら

「
旅
を
す
る
人
々
」
を
描
い
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

　
四
季
の
情
景
を
描
い
た
連
作

「
春
夏
秋
冬
」
は
大
正
６
年
に

本
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
季

節
ご
と
に
違
っ
た
人
物
が
主
人

公
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う

手
段
で
出
か
け
る
風
景
を
描
い

て
い
ま
す
。
今
回
補
修
が
終
わ

っ
た
「
夏
」
は
、
従
者
と
と
も

に
渡
し
船
に
乗
る
貴
人
が
主
題

と
し
て
描
か
れ
、
繁
る
青
葉
を

背
景
に
、
人
物
周
辺
に
大
き
く

空
白
を
と
っ
た
開
放
的
な
構
図

で
涼
し
さ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。 

　
「
稚
児
観
音
」
は
若
者
の
姿

に
変
化
し
て
人
々
を
救
う
観
音

菩
薩
の
物
語
で
す
。
本
作
の
稚

児
観
音
は
笛
を
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
奈
良
興
福
寺
別
院
で

あ
る
菩
提
院
の
『
稚
児
観
音
縁

起
絵
巻
』
に
お
い
て
、
主
人
公

で
あ
る
上
人
が
長
谷
寺
へ
参
詣

す
る
際
に
出
会
っ
た
、
観
音
が

変
化
し
た
稚
児
が
笛
を
吹
い
て

い
る
様
を
題
材
と
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
春
季
企
画
展
も
入
場
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
映
丘
が
描
き
出
す
旅
情

の
世
界
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

　
平
成
３０
年
度
連
続
講
座
の
最
終
回
は
、

平
成
２９
年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調
査
の

中
か
ら
、
弥
生
時
代
の
建
物
跡
が
確
認

さ
れ
た
北
野
散
布
地
（
北
野
）
、
中
世

の
お
墓
が
確
認
さ
れ
た
田
口
ト
ツ
タ
ニ

遺
跡
（
田
口
）
、
中
世
の
建
物
や
水
田

跡
が
確
認
さ
れ
た
前
田
遺
跡
（
神
谷
）

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
来
る
５
月
１
日
に
元
号

が
改
め
ら
れ
、
い
よ
い
よ

平
成
が
終
わ
り
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
資
料
館
で
は
こ

の
節
目
に
、
平
成
時
代
の

福
崎
町
で
の
出
来
事
や
当

時
の
様
子
を
ふ
り
か
え
る

企
画
展
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

　
図
書
館
や
エ
ル
デ
ホ
ー

ル
の
開
館
、
祭
り
の
屋
台

大
集
合
、
妖
怪
の
出
現
…

皆
で
平
成
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！ 

　
企
画
展
「
”平
成
時
代
“と
ふ
く
さ
き
」
に
あ
た
り
、
平

成
年
間
で
変
化
し
た
福
崎
町
の
町
並
の
写
真
、
平
成
元
年

〜
平
成
９
年
の
播
但
線
の
写
真
や
平
成
の
機
器
（
ポ
ケ
ベ

ル
・
携
帯
等
）
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は
資
料

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
　
２２
・
５
６
９
９
） 

▲町道中島井ノ口線 
（平成１２年頃） 

▲平成の機器スマホで自撮りする鬼 
　（妖怪ベンチの設置　平成３０年３月） 

会
期:
４
月
２０
日（
土
）〜 

　
　
　
５
月
３１
日（
金
） 

「春夏秋冬　夏」 

「稚児観音」 

ゆ
　
や 

な
り
ひ
ら 



１６ 

開
館
時
間
　
９
時
〜
１６
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日（
土
・
日
曜
の
場
合
は

開
館
）、
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下
車
、

タ
ク
シ
ー
約
１０
分
。
車
は
播
但

連
絡
道
路
・
中
国
自
動
車
道
で

福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、
ま
た
は

国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
３１
年
３
月
７
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

75
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家住宅 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　
川
信
号 

《付近見取図》 望郷の丘 北野天満神社 

鈴ノ森 
神社 

学問成就の道 

　
三
木
家
住
宅
に
は
江
戸
時
代
か

ら
現
代
に
至
る
文
献
資
料
（
書
簡

や
書
籍
な
ど
）
が
６
０
０
０
点
以

上
存
在
し
て
い
ま
す
。
大
庄
屋
の

仕
事
に
関
連
す
る
資
料
や
、
地
域

の
文
化
交
流
の
中
心
的
存
在
で
あ

っ
た
同
家
の
多
量
の
私
文
書
な
ど

は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

社
会
や
文
化
、
人
び
と
の
生
活
を

知
る
大
切
な
資
料
で
す
。 

　
平
成
２９
年
度
に
実
施
し
た
生
活

用
具
な
ど
の
三
木
家
民
俗
資
料
調

査
に
引
き
続
き
、
神
戸
大
学
と
の

共
同
研
究
で
、
昨
年
４
月
か
ら
三

木
家
文
献
資
料
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
資
料
を
１
点
１
点
目
録
と

照
合
し
、
資
料
保
管
の
た
め
に
使

用
し
て
い
る
封
筒
を
中
性
紙
の
封

筒
に
入
れ
替
え
ま
し
た
。
一
般
的

な
封
筒
（
酸
性
）
は
経
年
劣
化
に

よ
り
収
納
し
た
資
料
を
い
た
め
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
紙
の
劣
化
を

防
ぎ
長
期
保
存
に
適
し
た
中
性
紙

の
封
筒
に
収
納
す
る
こ
と
で
、
大

切
な
資
料
を
後
世
に
残
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
調
査

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
文
献
資
料
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
こ

れ
ら
の
資
料
調
査
を
さ
ら
に
す
す

め
る
こ
と
で
、
三
木
家
や
地
域
の

姿
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
成
果
は
今

後
の
展
示
な
ど
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。 

　
た
だ
い
ま
、
町
民
の
み
な
さ

ん
に
出
品
い
た
だ
い
た
雛
人
形

を
か
ざ
る
「
わ
が
家
の
雛
人
形

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
き

ら
び
や
か
な
雛
人
形
で
華
や
い

だ
三
木
家
住
宅
に
、
家
族
そ
ろ

っ
て
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

期
間
　
３
月
２４
日（
日
）ま
で 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み
開
館 

開
館
時
間
　
９
時
〜
１６
時
３０
分

（
入
館
は
１６
時
ま
で
） 

調査のようす 

　
三
木
家
住
宅
で
は
１
月
に
新
春
の

催
し
と
し
て
、
三
木
家
ゆ
か
り
の
着

物
を
展
示
し
ま
し
た
。
三
木
家
現
当

主
よ
り
新
た
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
着

物
の
中
か
ら
、
婚
礼
に
使
用
し
た
と

さ
れ
る
打
掛
や
女
児
の
晴
れ
着
を
並

べ
、
三
木
家
を
彩
っ
た
生
活
の
一
部

を
紹
介
し
ま
し
た
。 

６代通明・７代通深に画を 
教えた島琴陵の画などが 
新たに確認されました。　 

う
ち
か
け 


